
南部高等学校龍神分校 

実施日時 
平成 31 年 4/12（金）、 

令和元年 7/9（火）、11/1（金）、11/8（金） 

参加者 生徒４７名、教職員１１名、地域住民等１７名 計７５名 

実施内容 避難訓練、応急手当訓練 

ねらい 
１、南海トラフ地震発生の可能性が相対的に高まっているなかで防災意識を高める 

２、地域防災の担い手として社会貢献できるための知識・技術を体得する。 

 

主なプログラム 

１、心肺蘇生法講習 

２、防災・安全教育 

３、避難訓練・保育園児を誘導しての避難訓練 

 

概要 

１、田辺市消防龍神分署の隊員による心肺蘇生法、応急処置法の実技に加え、災害時の行動等についての講

話および演習 

２、大地震により本校近くにある保育園裏山の山崩れを想定して、本校より職員・生徒が保育園まで行き、

本校まで避難訓練を行う。 

参加者感想文 

・今回は感想文を書いていません 

成果と課題 

【成果】 

   高い可能性で発生する可能性がある南海トラフ地震発生に備えてまず自分の生命および身体を守る

意識付けができた。高校生は災害時には自分の安全を確保したら、救助や社会貢献をする立場であるこ

とも認識できた。 

【課題】 

  本校は、海に面していない地形なので津波に関する防災意識が必ずしも高くはなく、生徒の将来のため

に津波災害に対する学習も必要であると考えています。 

  また、地域で想定できる水害、台風災害、土砂崩れ災害に対応する訓練・演習などの学習ができなかっ

た。 

  今年度は実施できなかったが、地域に高齢者が多く災害時に高校生ができる地域貢献を龍神行政局や地

域の区長と連携を図りたい。 



  昨年度、自衛隊に来ていただき、地域を含めた防災スクールを実施したので、在学中に一度は防災、減

災に関する専門的な知識や技術を習得する実践的な取り組みをしたい。 

 

 

 

 

 

 

    消防龍神分署による講演                 心肺蘇生法講習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        避難訓練 


